
お祭りのイベントに学生も参加
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確かな技術につながる
探求心

高校時代には獣医になりたいと思っていた。
動物と接することが好きで、自分の手でその命
を救えるようになりたかった。しかし、獣医を
志して勉強するうちに、どうして病気になるのか、
その生命の中にある「動き」に興味をひかれ、
臨床検査技師という仕事にたどり着いた。

それから30年以上、病院病理部で細胞検
査を行う細胞検査士として、正常な細胞の中
にがん細胞がないかを調べたり、良性細胞
と悪性細胞を見分けたりといった仕事を続け
てきた。その技術力とスクリーニング能力は
高く、病理医からの信頼も厚い。
「今見ているものが細胞の中で何が起こっ

た結果なのか、いつも『なぜ？』『どうして？』と
考えるようにしています」。気になると何でもす
ぐに調べないと気が済まない性格。「職場で
仕事以外のことを聞かれることも多いですね。
たいていは答えられるので（笑）」。鳥居技師
の高い能力は、「生命の不思議に触れたい」
と願った少年時代から今もなお持ち続けて
いる“好奇心”と“探求心”に培われたものに
違いない。

患者さんの顔を
思い浮かべながら

病理の仕事をしていると、直接患者さんと
接する機会はほとんどない。しかし「標本を通
して患者さんを診ていることを忘れないよう心
掛けている」と鳥居技師は言う。検査の結果
が役に立ち、患者さんが元気に退院されるこ
とが大きな喜びだ。「検査を“こなして”はいけ
ない、プレパラートの向こうには患者さんがい
る、と実習生たちにはいつも言うんです。そう
いう心構えが技術の向上に通じると思うので」。

細胞検査は、早期がんやがんになる可能
性のある細胞を見つけることで、早期発見・
早期治療やがん予防につながっている。鳥
居技師は高い技術で長年がん予防に貢献し
てきたとして、平成19年に兵庫県健康財団
より、がん予防功労者表彰を受けた。常に向
上心を持って学び続ける姿勢はもちろん、患
者さんのことを想像し、その生活を考えなが
ら作業をすることが、院内外で認められる結
果に結びついている。「仕事量が多くても、
大変だと思ったことはありません。多くのこと
が学べるのも好きなんでしょうね。この仕事
に就いて良かったと思っています」。

専門技術を磨きつつ
全体像も見える技師に

院内のさまざまな部署で生理検査や検体
検査を行う臨床検査技師は、全員臨床検査
技術部に所属している。必要とされる検査
技術は一様ではなく配属先では高い専門性
が要求されるが、患者さんを中心としたチー
ム医療の一員として医療の全体像を把握す
ることも大切だ。鳥居技師は臨床検査技術
部の次長として、新人技師の教育のほか、
他部署のメディカルスタッフや他の大学病院
と合同で行う勉強会の企画運営などを行い、
横のつながりを強化することにも取り組んで
いる。「これで十分と思えば、その先の向上
はありません。日夜進歩を遂げ変化していく
検査内容に対応するためにも、変化を前向
きにとらえ勉強することをいとわない人たち
に、今後の臨床検査技術部を支えていって
もらいたいんです」。

自らもその先頭を走るべく、新たに認定病
理検査技師*の資格を取得した。近年は管
理職としてデスクワークも増えたという鳥居
技師だが、あくまでも現場での業務にこだ
わる。「やっぱり細胞を診ているとホッとする
んですよ」。天職という言葉が浮かんだ。

＊標準化された病理組織標本作製技術・専門的知識、
　病理解剖介助業務および病理部門のマネージメント能力等
　を総合的に評価し認定する民間資格

兵庫医科大学病院
臨床検査技術部 次長 鳥居 良貴

プレパラートの先の患者さんを診る
～認定病理検査技師として～

The Professional
ザ・プロフェッショナル

兵庫医科大学病院の臨床検査技師として初めて、平成23年に厚生労
働大臣表彰を受けた鳥居技師。100人を超える臨床検査技師をかかえ
る臨床検査技術部で人材の育成に努めながら、その模範となるべく、た
えず挑戦を続けている。

Campus News

■12/17（土）
兵庫医科大学病院でクリスマスコンサー
トを開催し、芦屋少年少女合唱団など
が美しい歌声を響かせました。ささや
ま医療センターも12日に実施しました。

■12/5（月）
「平成28年度実験動物慰霊祭」
を挙行し、理事長、学長、動物
実験に関わる教職員や医学部1
年次生などが参列しました。

平 成28年10月30日 に、兵 庫 県
丹波市山南町の薬草薬樹公園周辺
で「さんなん和田漢方の里まつり」が
開かれました。根が漢方薬になる「ト
ウキ」の研究がきっかけで交流が始
まった兵庫医療大学薬学部の学生
や東洋医薬部門の教員も、地域貢献
活動として同イベントに参加。訪れた
人にトウキの葉を用いたスープやクッ
キーを振る舞い 、会場を盛り上げま
した。

平成28年12月11日、兵庫医療大学にて一般入試に向けた入試対策講座を開講しました。はじめに入試ガイダンスを実施し、その後、大
手予備校の英語・生物・化学・数学の講師が本学の入試傾向や今後の試験対策に関して講義を行いました。在学生・教員交流コーナーやキャ
ンパスツアーにも多くの受験生が参加し、
合わせて341人が来学しました。

また、同日午前中には、初めての試み
として、薬学部の受験生を対象とした特
別入試対策講座「受験勉強って、薬（や
く）にたつの？」を開催。本学教員が高校
での勉強の大切さやその意義、大学での
学習についてわかりやすく解説しました。

ささやま老人保健施設の老朽化した空調機器を更新するにあたって経済
産業省の革新的省エネルギー技術導入促進事業費補助金支援事業に応募し、
採択されました。その事業による大幅な省エネを進めた結果、医療機関で初
めて「ＢＥＬＳ」の最高ランク５つ星の認定を取得しました。「ＢＥＬＳ」とは、省
エネ法第７条に基づき建物の省エネ性能を表示する第三者認定制度の１つで、
ＢＥＬＳ機関が省エネ性能を客観的に５段階評価するものです。また、環境省
のあかり未来計画WEBに５つ星を取得した施設として紹介されました。

平成28年12月初旬に改修工事も終わり、館内照明のＬＥＤ化・熱源・空調機器・給湯の各設備を最新の高
効率機種に更新することによって、52％の大幅な光熱費の削減を達成する予定です。
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老健施設の省エネで「 BELS 5つ星」を取得

在学生・教員交流コーナー入試対策講座

ブースでスープを振る舞う薬学部生

薬学部受験生対象「受験勉強って薬（やく）にたつの？」
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◤ 出身学部　兵庫医療大学 薬学部 医療薬学科
◤ 卒 業 年　平成27年3月卒業
◤ 勤 務 先　倉敷中央病院　薬剤部

Marina Obo

今
〜第一線で活躍する卒業生〜 「薬剤や症例について多くのことを学びたい」。その一心で病院薬

剤師を志した。現在、於保氏は働き始めて2年目。兵庫県神戸市の実
家を離れ、岡山県の倉敷中央病院で勤務している。なぜ、縁もゆか
りもない倉敷で働こうと思ったのかを尋ねると、「この病院の研修
や制度に強く惹かれたからです。地元を離れることに不安はありま
せんでした。当院を知ったのはインターネットで検索していた時
なので、本当にたまたまなんですけどね」といたずらっぽくほほ笑む。

同院では、1,166床の総合病院であるにもかかわらず、1,000を
超える外来患者さんの処方薬をほぼ院内調剤しているため、約
100人もの薬剤師を雇用している。「100人もの同僚薬剤師が所属
していることも進路に選んだ理由の一つ。同期も多く、ともに成
長できる環境です」。
「1年間師匠制度」という面白い取り組みもある。入職してから

の1年間、決められた先輩薬剤師が師匠としてマンツーマンで指
導を行うというもの。「1年目に調剤部門と注射薬部門で半年ずつ
研修を受けましたが、分からないことがあったらすぐに師匠に相
談できる環境だったので、心強かったです」。また、薬剤師だけで
はない、他職種合同の新人研修プログラムもある。関西から一人
で出てきたため、倉敷には知っている人が誰もいない状態だった
が、合同研修で看護師、臨床工学技士、救急救命士などの同期職員
と仲良くなった。「職場の人間関係がとても良いので、プライベー
トでも仲良くしています」。

「入学前から注目していましたが、兵庫医療大学の施設の綺麗
さと図書館から海が見えるロケーションは最高でした」と大学
時代を振り返る。夜遅くまで研究室や図書館で勉強することも
多かったようだ。学年が上がるにつれて学習内容も専門的になっ
て覚えることも増えたが、高学年次の方がより勉強に面白みを
感じたという。「勉強は楽しかったですね。成績順が目に見える
機会があったので、自分の順位を落としたくないとモチベーショ
ンを保つことができました。また、不明なことがあったら気軽
に質問できるような優しい先生がいてくださって良かったです」。
同級生と得意分野についてお互いに教え合って勉強することも
刺激になったそうだ。

今後の目標は「経験をさらに積み、多くの患者さんと触れ合っ
て信頼される薬剤師になること」と「部署の業務改善に貢献する
こと」。関西から少し離れた地で、於保氏は今日も持ち前の向上
心を持って、薬と患者さんに向き合う。

所属する薬剤部の業務は、調剤担当、注射薬担当、病棟担当の
3種類に分かれている。於保氏の主たる業務は計数調剤、調剤鑑
査、処方監査などの調剤業務だが、外来患者さんに処方説明を
行ったり入院患者さんの担当になったりすることもある。「ずっ
と調剤を担当するのではなく、患者さんに接する機会も与えて
いただいているのは大変ありがたいです。薬について多くの
質問をされる患者さんもいらっしゃるので、説明し甲斐があり
ます」。重篤な症状の入院患者さんに薬の指導をすることも。「研
修や授業で練習したはずなのに、実際にご自分の余命について
話されたときは何と返答していいのか分からずに戸惑いました。
悩みもしましたが、今は、患者さんが少しでも笑顔になってく
れたらと思って言葉を選んでいます」。加えて、個人の仕事とし
て薬品の在庫管理を担当しており、在庫数を減らすように取り
組んで大幅なコストダウンに成功した。

独自の制度に惹かれ
倉敷の総合病院へ就職

卒業生の

病院薬剤師として
調剤や業務改善などに取り組む

調剤、薬の指導に加え
若手ながら業務改善に取り組む

向学心の強さは学生時代から
経験を積んで信頼される薬剤師へ

職場の業務改善にも積極的に取り組む。1年目の時、処方箋に
前回処方からの変更点をすべて表記させたら、カルテを確認す
る手間が省けて効率的になるのではと提案。部はその案を採用し、
今はすべての処方箋に履歴や
変更点を表示するようになっ
た。また、2年目の時には、相
互作用のある複数の薬を処方
する場合、それまでは処方箋
に作用の有無だけが印字され
ていたが、「薬Aと薬Bの両方
を処方する場合、Aによって
血中濃度が上がるからPT-INR
に気を付けてください」といっ
たように具体的な文章を記載
してはと提案。こちらも実現
し、医師への疑義照会も増え
たという。「上司からは『若手
にしか分からないことも多々
あるから、気付いたらどんど
ん意見してほしい』と言われ
ました。業務改善に携われる
こと自体ありがたいですし、
若手の意見を汲んでくれる環
境は働くやりがいにも繋がり
ます」と於保氏は話す。
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～より働きやすく、より合理的に～

多職種連携のイノベーション活動チーム

学校法人兵庫医科大学（西宮キャンパス）は、将来計画を見
据えて業務改善などに取り組む、多職種横断の「イノベーション
活動チーム」を結成しました。本チームは、メディカルスタッフを中
心とした10職種62人と、活動のかじ取りを担う推進室のメンバー
6人で構成されています。構成員は職種混成の8グループに分か
れ、グループごとに検討課題を決めて、調査や改善案の企画を
進めていきます。

平成28年11月25日に行った初回ミーティングでは、チーム
の活動目的と今後の行動計画について説明。12月から月に１
回以上集まって協議し、その成果を平成29年4月に中間報告、
6月に最終報告会で発表する予定です。また、行動を起こす仕
組み、変化し続けるための仕組みが取れる職場風土づくりを目
指して、7月以降も継続的に活動を推進していく予定です。

11月25日初回ミーティング（兵庫医科大学 第2会議室にて）

平成記念会館に飾られた「メモリアルプレート」 研究活動の一助にするために集う教職員や学生で、毎回会場は満員

チーム

力の

著名な科学者を招いての講演会
「レクチャーシップ 知の創造」
とは？

学校法人兵庫医科大学の“すごい”や“隠れた魅力”をご紹介します！

知
ってる？兵庫医科大学

兵庫医科大学では、“知の創造者”と呼ぶにふさわしい世界的に有名な研究者を学外から招き、「レクチャーシップ 
知の創造」と題した講演会を無料で開催しています。これは、学内外の研究者や医学部生が最先端の医学研究に触れる
ことで、今後の研究活動の一助としてもらえるよう、平成17年から毎年行っているものです。

平成28年までの講演者は、ノーベル賞候補者と名高い京都大学 本庶 佑教授、大阪大学 審良 静男教授、同大学 坂口 志文
教授など、そうそうたる顔ぶれ。平成29年1月23日には第12回目として、シマウマのしまの仕組みの研究で有名な大阪
大学大学院 生命機能研究科 時空生物学講座の近藤 滋教授を招いて、研究のおもしろさや醍醐味を語っていただきました。

多くの研究者や学生に研究のきっかけや刺激を提供できるよう、兵庫医科大学は教育機関として今後もこの講演会
を開催します。

臨床入門（傾聴トレーニング）
兵庫医科大学

母性看護援助論
兵庫医療大学

チーム第1期メンバー

教員が分娩の様子を実演 産婦が安心するよう助産師が声掛け 分娩直後の様子
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　兵庫医科大学では、医師は自分の聞きたい事だけを一方的に聞くのではなく、患者さんが伝えたい「心身の苦痛」を共感的、真摯
な態度で聴く（聞くのではなく、聴く）ことが患者さんとの信頼関係構築につながると考えているため、患者さんや医療従事者間と
の良好なコミュニケーション力を養成する教育プログラムに力を注いでいます。

「傾聴トレーニング」は、「臨床入門」のカリキュラム内で行う実践型の授業です。医療関係者として患者さんと初めて接するエスコー
ト実習を行う前に、基本的なコミュニケーションを身につけ、病院内で適切な行動ができるようになることを目的として実施しています。

　授業では、学生が患者役と医師役に分かれ、実践さながらに接遇を演じます。
その際、傾聴の様子をビデオカメラで撮影し、録画を見て、第三者的立場として自身を振り返ることが特徴的です。

今年度は、11月28日から11月30日までの3日間行い、学生にとって「傾聴」と「コミュニケーション」の重要性をさらに理解す
る機会になりました。

兵庫医科大学では、これか
らも、在学中から「傾聴の大
切さ」をしっかりと身に付け、
患者さんときちんと向き合
い、患者さんの気持ちを理
解できる医師を養成していき
ます。

授業気になる 兵庫医科大学・兵庫医療大学の
魅力たっぷりの授業をご紹介します！

「母性看護援助論」は、看護学部2年次後期に開講している授業で、周産期（妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期）に焦点をあて
た看護を実践できる能力を習得します。

◆妊産婦に必要な看護とは
妊娠した女性は妊娠、分娩、産褥、育児へと移行していく過程で、身体的、心理的、社会的な変化を余儀なくされます。本講義で
はその変化を学ぶとともに、妊産婦と新生児を家族の一員としてとらえて家族の発達と健やかな成長発達をもたらす看護を学習
していきます。

◆実演を通して学ぶ「分娩時の看護」
講義内で分娩時の様子を教員が実演。“産婦役”の教員が分娩台の上で痛みに苦しみ、“助産師役”の教員が励ましの言葉をかけ
て人形の新生児を取りあげる場面は迫力があります。学生は分娩の大変さを体感し、産痛緩和や分娩進行のアセスメントなど、
状況に応じてどのような言葉をかけ、どのようなサポートを行うべきかを学びます。

【活動目的】
・創意と工夫によってムダ・ムラをなくし、
　経営効率改善に取り組む
・業務の合理化に必要な施策を考える　　　　など

この写真はイメージです



平成28年11月19日と20日の2日間、第45回 兵庫医科大学大学祭「醫
い

聖
せい

祭
さい

」を平成27年度に引き続き、会場は平成記念会館で
開催しました。

今年のスローガンは『ENJOY ～それが一番大事～』。大学祭実行委員と各部活の部員は、武庫川オリンピック、カラオケ大会、
医学講演会、軽音ライブ、お笑いライブなどのステージ企画や展示、模擬店などで準備した成果を披露し、学生をはじめ一般の
方も一緒に“ENJOY”できた大学祭となりました。

■ 第45回兵庫医科大学 大学祭
 「醫

い

聖
せ い

祭
さ い

」を開催

兵庫医科大学

平成 28 年 9月より、兵庫医科大学で部活動を行う学生が中心となって、周辺地域のゴミ拾いを毎月行っています。
これまで競技スキー部 、HCME（英語クラブ）、バスケットボール部 、水泳部 、硬式庭球部 、軟式テニス部 、アメリカ
ンフットボール部の学生がゴミ拾いに参加しました 。今後も地域に貢献できるよう活動していく予定です。

10月8日から10日の3日間、ジップアリーナ岡山で「近
畿医科・歯科・薬科
学生バスケットボー
ル大会」が開催され、
兵庫医療大学女子バス
ケットボール部が見事
優勝を果たしました。

10月23日に神戸ハーバーランドのスペースシアターにて、
「ピンクリボンスマイ

ルウォーク神戸大会
2016」が開催され、本
学の在学生や教員が
ボランティアスタッフ
として参加しました。

課外活動報告課外活動報告

◆女子バスケットボール部が優勝！

◆「ピンクリボンスマイルウォーク神戸
　大会2016」に在学生・教員がボラン
　ティアとして参加

◆大学施設周辺のゴミを拾って地域貢献

兵庫医科
大学

兵庫医療
大学

■ 第9回兵庫医療大学 大学祭
　 「海

か い き ょ う さ い

梟祭」を開催
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軽音ライブ：みんなで踊るフォーチュンクッキー♪

Ms.&Mr.コンテスト：1番右は男性？ 医学講演会：元阪神タイガースの亀山 努さん
による「カメトーク」

展示：美術部員が描いた絵画や写真部員が
撮影した写真など

展示：卒業生がNPO法人の活動を紹介

ダンス部ステージ：他大学も招いて開催 模擬店：平成記念会館の西側に模擬店が並ぶ 模擬店：合気道部による水餃子店

お子さんたちに大人気だったエア遊具 学部体験イベントのアロママッサージ

カラオケ大会：壇上に上がって大盛り上がり♪ 室内楽団部演奏会：バイオリンなどで一般の方々を魅了

平成28年10月9日・10日に第9回兵庫医療大学海
かいきょうさい

梟祭を開催しました。
今年のテーマは「共創∞共鳴」。このテーマには、学生・地域の皆様とと
もに学園祭を創り上げ盛り上げようという気持ち、そして兵庫医療大学
が今年で開学10年目を迎えたことから、これからも大学祭が末永く続
いていきますように、という願いが込められています。
　両日とも天候に恵まれた中、メインステージではクラブ・サークルに
よるイベントやコンテストなどが行われ、登壇した友人の勇姿に大きな
声援を送る在学生の姿が見られました。また、周辺にお住まいのご家族
や兵庫医療大学への受験を考えている高校生が、お笑いライブ、仮面ラ
イダーショー や模擬店、学部体験イベントなどを楽しむ様子も見られ、
テーマに込められた思いのとおり、学生や地域の方々皆で大いに盛り上がった大学祭となりました。

兵庫医療大学

開会式に先立ち、今年
度目覚ましい活躍を見
せた卓球部、バスケッ
トボール部、バドミン
トン部に対して、課外
活動奨励賞が授与され
ました

芝生広場の特設ステージ
では、学内コンテストや
ライブイベント、ショー
などが行われ、観客から
は大きな歓声があがっ
ていました

P棟・G棟 間 のキャン
パスモールにはクラブ・
サークルや有志団体に
よる20の 模 擬 店 が 出
店。焼きそばやたこ焼
き、水餃子、揚げアイ
スなどバラエティ豊か
なメニューが並び、た
くさんのお客さんで賑
わっていました



おめでとうございます ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  表彰および受賞紹介 ―――

◆ 集学的腫瘍外科学 笹子 三津留 特任教授が
 「平成28年度 兵庫県科学賞」を受賞

◆ 内科学（腎・透析科） 中西 健 主任教授が
 厚生労働大臣より感謝状を贈られました

2016年10月24日、集学的腫瘍外科学の笹子 三津留 特任教授が「平成
28年度 兵庫県科学賞」を受賞することが兵庫県から発表され、11月9日に
兵庫県公館にて授賞式が行われました。
　「兵庫県科学賞」は、科学技術の研究に熱心な者で、その研究成果が科学技術の
向上に著しく寄与すると認められる者に兵庫県知事から贈られる賞です。笹子特任
教授は、胃がん治療の世界的権威として、がんの外科手術に科学的評価法を導入し、
国際標準を確立するとともに、ふるさと兵庫の大学で後進の育成に努めるなど医学の発展に尽くしたことが評価され受賞しました。
　なお、本学教員としては、平成17年度の岡村 春樹先生（腫瘍免疫制御学 特任教授）と中西 憲司先生（前学長）、平成24年度の野口 
光一先生（現学長）に続く受賞となります。

◆ 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 都築 建三 准教授が　 
　 「第23回日本鼻科学会賞」を受賞

2016年10月13日から15日にかけて栃木県宇都宮市で行われた
第55回日本鼻科学総会・学術講演会にて、耳鼻咽喉科・頭頸部外科
学の都築 建三 准教授が「第23回日本鼻科学会賞」を受賞しました。
　「日本鼻科学会賞」は、日本鼻科学会誌あるいは国内外の関連学術
誌に優秀な論文を発表した者、もしくは、国際学会において鼻科学お
よびこれに関連した内容で優秀な発表をした者に贈られる賞です。

2016 年10月23日、第18 回臓器移植推進国民大会において 、内科学（腎・透析科）の
中西 健 主任教授が厚生労働大臣からの感謝状を受け取りました。これは 、多年にわたり
臓器移植の普及啓発及び移植医療の普及・向上のために努力し、臓器移植対策を推進した
功績が認められて贈られたものです 。

◆ 臨床検査技術部 和田 恭直 次長が
 「兵庫県公衆衛生協会長賞」を受賞

◆ 産科婦人科学 福井 淳史 講師が
　 「J. Cristian Herr Award」を受賞

臨床検査技術部の和田 恭直次長が「兵庫県公衆衛生協
会長賞」を受賞し、平成28 年11月26日に兵庫県医師会
館で表彰されました。「兵庫県公衆衛生協会長賞」は 、兵
庫県において 、長年にわたり、衛生、感染症、防疫などの
業務に従事して 、兵庫県の公衆衛生の向上に大きく貢献し
た功労者に対して授与される賞です 。

2016 年11月12日 から16日 にかけて 米・ボ ル チ モ
アで開催された第36 回米国生殖免疫学会において 、産
科 婦 人 科 学 の 福 井 淳 史 講 師 が日本 人として 初 めて「 J. 
Cristian Herr Award」を受賞しました。

本賞は 、研究指導を行って10 年～15 年ほど経過した
研究者で 、基礎的研究、臨床的（応用的）研究を行って生
殖 免 疫 界 に 貢 献し
た 研 究 者 に 与 えら
れ るとされ て い る
も の で す 。1993
年より過去・現在の
世 界 の 生 殖 免 疫 界
をリード す る 方々
が 毎 年1 人 受 賞し
ています 。

◆ リハビリテーション学部 理学療法学科　森 明子 准教授が
 「13thAsian Confederation for Physical Therapy Congress 2016   
 （Poster Presenter Award）」を受賞
2016 年10 月8日、マ レー シ ア・ ク ア ラ ル ン プ ー ル で 開 催 さ

れ た 13th As ian Confederat ion for  Phys ica l  Therapy 
Congress 2016（第13回アジア理学療法学会2016）にて、兵庫医
療大学 リハビリテーション学部 理学療法学科の森 明子 准教授が

「ポスタープレゼン賞」を受賞しました。

授賞式にて井戸知事から賞状を受け取る笹子特任教授

受賞演題：「Factors enabling habitual performance of pelvic floor muscle 
　　　　　exercises」

◆ 大学院生　赤澤 和之先生が「American Academy of Otolaryngology-
　 Head and Neck Surgery SILVER RIBBON （POSTER AWARD）」を受賞

2016年9月18日から21日に米・サンディエゴで開催されたAAO-HNSF ANNUAL 
MEETING & OTO EXPO学会にて、大学院生の赤澤 和之先生（兵庫医科大学病院　耳鼻
咽喉科・頭頸部外科　非常勤医師）が「American Academy of Otolaryngology-Head 
and Neck Surgery（米国 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会） ポスター賞 銀賞」を受賞しました。

受賞演題：「Eustachian tube dysfunction in radiotherapy for head and neck tumors」

21 広報 vol.237 22広報 vol.237



お知らせ

薬学部　前田 拓也　教授

生物学　山﨑 尚　教授 

平成28年12月1日付にて、薬学部衛生化学研究室の教授を拝命致しました。私は昭和62年に大阪
府立大学工学部を卒業後、同大学院農学研究科を修了し、平成6年に大阪大学大学院工学研究科で学
位を取得後、大阪府立工業高等専門学校講師、徳島大学工学部助手を務めました。その後、平成19
年の兵庫医療大学創立時より薬学部准教授として、大学院薬学研究科設置後は兼任准教授として、
大学・大学院および薬学部の様々な校務、教育、研究に携わって参りました。
今後は、これまで行ってきた環境衛生管理技術に関する研究を発展させるとともに、多くの優
秀な薬剤師を育成するために貢献致したく存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

就任関連

（平成29年1月1日 就任）
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皆様からのご協力に感謝し、心より御礼申し上げます。教授就任挨拶 ＜兵庫医療大学＞

教授就任 ＜兵庫医科大学＞

当院に勤務する医師が敷地周辺の路上で喫煙していたことが発覚したため、当該医師に対して詳しい事情聴取を行い、関
係当局に内容を報告しました。また、当該医師へは、西宮キャンパス禁煙推進委員会規程に基づき、厳重注意といたしました。
今後、職員の禁煙指導をさらに強化し、再発の防止に取り組んでまいります。

病院職員の喫煙について

学校法人兵庫医科大学基金 兵医・萌えの会
H21.7.1～H28.12.31

区　分 受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

申　込 316 68,305,000円 1,499 109,960,498円 1,815 178,265,498円 
入　金 316 68,305,000円 1,493 109,435,498円 1,809 177,740,498円 

寄付申込者ご芳名･法人名一覧 （50音順） H28.10.1～　H28.12.31

〔役員・教職員等〕 （2名）

●ご芳名のみ　1名

太城 力良 様

（匿名 1名）

〔緑樹会・後援会・その他個人〕 （ 74名）

●ご芳名・金額記載　11名

10,000 円 
50,000 円
50,000 円
50,000 円
50,000 円 
5,000 円

大浦 博明	 様
小幡 悳 様
門村 千珠	 様
木下 美壽栄 様
小林 繁 様
土井 進 様

10,000 円
50,000 円 
5,000 円

50,000 円 
10,000 円

利倉 晄央	 様
福岡 正己	 様
町田 宗源	 様
松田 昂大	 様
山地 宣子	 様

●ご芳名のみ　24名

池田 早人	 様
大崎 千容子 様
角井 義夫 様
日下部 管子 様
小林 怜央 様
坂本 惠美子 様
橘 精一郎 様
橘 ツヤ子	 様
土橋 芳邦	 様
長澤 進 様
永野 克幸 様
中野 千年 様

（匿名 39名）

野崎 歩 様
林 國雄 様
福井 明子	 様
前川 家津代 様
前田 裕美 様
山下 千恵子 様
湯川 慶子	 様
湯川 正義	 様
吉岡 紀雄	 様
吉田 武 様
吉田 俊子	 様
渡邊 一大	 様

〔企業等法人〕 （5法人）

●ご芳名のみ　3法人

くるみ薬局武庫川店 様
ホーチキ株式会社 様
武庫川医療サービス株式会社 様

●ご芳名・金額記載　2法人

株式会社オーエンス 様
フジテック株式会社 様

500,000 円 
500,000 円 

兵庫医科大学新教育研究棟建設事業募金
〜開学40周年記念事業募金〜

区　分 受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

申　込 198 1,160,815,000円 561 312,429,358円 759 1,473,244,358円
入　金 198 1,151,055,000円 551 310,695,958円 749 1,461,750,958円

Ｈ24.7.1～H28.12.31

Ｈ28.10.1～H28.12.31寄付申込者ご芳名･法人名一覧 （50音順）

〔企業等法人〕 （2法人）

株式会社光洋 様
第30回日本皮膚外科学会 様

●ご芳名・金額記載　2法人

1,000,000 円
300,000 円

〔役員・教職員等〕 （13名）

両角 次郎 様

●ご芳名・金額記載　1名

10,000 円

●ご芳名のみ　5名

五味 文 様
近藤 純 様
中原 由貴 様
西尾 元 様
山田 直子 様

（匿名 7名）

〔緑樹会・後援会・その他個人〕 （3名）

両角 麻子 様

（匿名 2名）

●ご芳名・金額記載　1名
10,000 円

篠原教授が描いた手術図解本
“平成の解体新書”が人気
兵庫医科大学 上部消化管外科学の篠原 尚主任教授
は、手術の様子を図解するのが得意。
これまでに 出 版 した
図解本「イラストレイ
テッド外科手術」の販
売数は3万5千部を超
え、中国や韓国でも翻
訳出版されています。

「手術者の目線で描かれ
ているため、進行が分
かりやすい」と、消化器
外科医業界で好評です。

この件で取材を受けた記事が、平成
28年12月8日の神戸新聞夕刊に掲載
されました。

学校法人兵庫医科大学
「研究シーズ集」を初発行

将来の展開が見込める研究成果をまとめた2016年度
研究シーズ集を本法人と
して初めて発行しました。
これまでの本学を代表する
研究のヒストリア及び20
の研究シーズが掲載されて
おり、企業、研究機関等との
産学連携を推進する有力な
ツールとして期待されます。

▶ 「研究シーズ集」は大学ホームページで公開中
http://www.hyo-med.ac.jp/research_facilities/seeds.html

略歴
昭和59年３月 山口大学理学部生物学科卒業
昭和61年３月 山口大学大学院理学研究科生物学専攻修士課程修了
平成元年８月 北海道大学大学院理学研究科動物学専攻博士後期課程単位取得退学
平成元年９月 和歌山県立医科大学進学課程　生物学担当　講師
平成４年10月 ～平成5年9月 和歌山県在外派遣教員としてカナダ・トロント大学留学
平成８年４月 和歌山県立医科大学進学課程　生物学担当　助教授
平成16年４月 和歌山県立医科大学医学部教養・医学教育大講座　助教授
平成19年４月 和歌山県立医科大学医学部教養・医学教育大講座　准教授
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3日 学校法人兵庫医科大学 入職式

3日～5日 兵庫医療大学 新入生オリエンテーション

4日 兵庫医科大学 学部・大学院合同入学式

4日・5日 兵庫医科大学 新入生学内オリエンテーション

4日 兵庫医療大学 BLS講習会

5日 兵庫医療大学 入学式

14日 兵庫医療大学 北京中医薬大学短期留学報告会

14日・15日 兵庫医科大学 新入生学外オリエンテーション

18日 学校法人兵庫医科大学 中医薬孔子学院研究成果報告会

22日 兵庫医療大学 学校法人兵庫医科大学連携病院の会 合同病院説明会

上旬 兵庫医療大学 看護学部 社会人スキル対策講座

上旬以降 兵庫医科大学 新入生特別講義・実習

未定 兵庫医療大学 薬学部 登録販売者資格試験説明会

2日 兵庫医療大学 一般入学試験（前期A日程）

3日 兵庫医療大学 一般入学試験（前期B日程）

4日・5日 兵庫医科大学 一般入学試験＜第2次試験＞

9日 兵庫医療大学 学術講演会「生涯健康のための面白健康科学」

10日 兵庫医科大学 大学院入学試験（後期募集）

11日～13日 兵庫医科大学 第111回医師国家試験

13日 兵庫医科大学 特定診療科医師養成奨学制度選考試験

16日 兵庫医療大学 第100回助産師国家試験

17日 兵庫医療大学 第103回保健師国家試験

18日 兵庫医療大学 一般入学試験（前期C日程）

19日 兵庫医療大学 第106回看護師国家試験

20日 兵庫医科大学 大学入試センター試験利用入学試験（前期）＜第2次試験＞

21日 学校法人兵庫医科大学 第9回学校法人兵庫医科大学連携病院の会

21日 兵庫医療大学 看護学部 社会人スキルガイダンス、兵庫医科大学病院・
ささやま医療センター説明会

24日 兵庫医療大学 学術講演会「障がい者と共生社会を考える」

25日・26日 兵庫医療大学 第102回薬剤師国家試験

26日 兵庫医療大学 第52回理学療法士・作業療法士国家試験

28日予定 兵庫医療大学 薬学部 就職・実務実習説明会

4月

2月
行 事 予 定主な2 月～ 4月

3月
2日 兵庫医科大学 卒業式

2日 学校法人兵庫医科大学 女性医師支援プロジェクト企画 FD講演会

4日 兵庫医科大学 白衣授与式

4日 兵庫医療大学 一般入学試験（後期日程）

8日 兵庫医療大学 全学FD／SDワークショップ

9日 兵庫医科大学 大学入試センター試験利用入試（後期）＜第2次試験＞

10日 兵庫医科大学病院 臨床研修修了証授与式

15日 兵庫医療大学 学位授与式

15日 兵庫医科大学 退職記念講演会

20日 兵庫医療大学 3学部合同1日体験入学イベント

24日 学校法人兵庫医科大学 平成28年度 臨床研究・研究者倫理 合同講習会

28日 兵庫医療大学 薬学部 企業説明会

29日 学校法人兵庫医科大学 認定看護師教育課程手術看護分野修了式


